
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

2021 年度 事業報告書 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 



 



2021 年度 事業報告 

 

2021年度は事業計画の遂行においてコロナ渦による大きな影響を受けた一方、野外活動

の重要性が再認識されることになりました。また気候変動をはじめとした環境分野での課題

に対する国民の意識がこれまでになく高まりました。このような状況の下、国民の祝日「山の

日」の意義を広く国民に周知する本会の活動は社会的公益性の観点からも、その重要性を

増しています。これらの状況を認識し、また本会の活動のリソースの状況を考えて優先順位

を付けて事業活動を進めました。 

今年度は、紙媒体によるマガジン発行からHP/SNSを主としたデジタルメディア発信に移

行したことで、収益及び支出が、それぞれ前年度比で約300万円減少し事業予算は昨年度

比約300万円減少の約1600万円となりましたが、2021年6月にリニューアルされたデジタル・

プラットフォームを活用した全国的活動の拡大がスタートしました。同時に限られた人的リソ

ースで業務を遂行できるよう運営の一層のデジタル化による効率化を進めています。 

５回目となる2021年度の全国大会は8月10・11日に大分県別府市、九重町、竹田市で無

事開催終了しました。2022年の第６回全国大会は山形県山形市、上山市で開催予定であ

り、2023年の第７回大会は沖縄県ヤンバル地域３村と八重山諸島の竹富町での開催が決

定しコロナ禍以前の状況に戻りつつあります。 

組織を強化するべく、昨年6月、新理事3名、新評議員1名が就任し、理事及び理事会が運

営の主体となる体制に移行しました。 

国民の祝日「山の日」の理念を国民に伝え、また日本の山・自然や環境等の分野の課題

を考える機会として、これまで全国「山の日」フォーラムを5回にわたり開催してまいりました。   

今年は祝日「山の日」制定への足がかりになった「国際山岳年」シンポジウム実行組織の参

加を得て、本年12月富山県黒部市で国際山岳年プラス20シンポジウムを開催することにし、

その準備を始めました。ここでは日本の山・自然や環境等の各分野、および諸外国での同

分野の活動報告、事例報告、講演、パネルディスカッションを通じて課題を抽出し、解決施策

の提示・案出の機会となるよう、その準備を進行させました。シンポジウムを通して、各分野

で活動する人々・団体のネットワーク化を進め、今後のフォーラムやセミナー開催につなげ

て行くものなります。また山岳基本法制定準備に向けてのスタートとする計画です。 

 

          2022年６月14日 

       一般財団法人全国山の日協議会 

        理事長 梶 正彦 

 

 



2021 年度は、引き続き新型コロナウイルス感染拡大環境下にあり、組織の中核的事

業「山の日の趣旨の周知」を持続的に発展させること（事業）、およびそれを限られた

人的資源・資金的資源の中で展開していくための基盤の再構築（運営）に力を注ぎ

ました。 

 

 
 

１．事業の目的 

 
昨年度に引き続き、定款に記載された本会の目的とする１２の事業を、つぎの５つの

事業分野に集約し実施いたしました。 

 
（１）「山の日」全国大会に関わる事業 

【「山の日」全国大会】 

（２）児童又は青少年の健全な育成を目的とする事業 

【たくましい子どもたちの育成】 

（３）山と自然を利用した、林野の利活用と水資源の保全に寄与する事業 

【森林と水資源の保全】 

（４）山と自然の事故・災害の防止を目的とする国土の利用、整備の事業 

【山と自然の安全と防災】 

（５）山と自然を利用した、地域社会の健全な発展に寄与する事業 

【地域振興】 

 
なお、各事業の実施にあたっては、上記の５つの分野が単体で展開されたもの、複数

の事業分野を包括して展開されたものがあります。 

 
また、これら事業の実施と並行し、運営体制の整備および強化、今後の活動を支える

組織構築のため、 

 
（１）広報メディアの全面リニューアル 

（２）公益財団法人への移行準備 

（３）山に親しむ機会を醸成するための法整備推進 

をおこないました。 



２．実施概要 

 
（１）国民の祝日「山の日」の趣旨の浸透を図るため全国大会を開催し継続する事業 

 

■ 第５回「山の日」記念全国大会おおいた２０２１（大分県、２０２１年開催） 

 
２０２１年８月１０日から１２日にかけて、「山に遊 

び 恵みをいただく～おんせん県おおいたの山と 

人との絆を未来へ～」をテーマに、第５回「山の 

日」記念全国大会が開催されました。 

 

本会は実行委員会の構成員として、実施計画のと 

おり実施しました。詳しくは「大会報告書」（発行 

日：２０２２年２月、発行：第５回「山の日」記念全国 

大会実行委員会）をご参照ください。 

 

新型コロナウイルス感染防止対策として、８月１０ 

日のレセプションはアルコールの提供を控え、持ち 

帰りのお弁当を用意、出席者も大幅に減らしまし 

た。 

 

また８月１１日の記念式典は初めてインターネット配 

信を行い、全国のみなさまと祝日「山の日」を共有し 

ました。 

 

なお、オリンピック、パラリンピックの開催に伴い、 

２０２１年に限っては祝日は８月９日に移動となりま 

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 



 

■ 第６回「山の日」全国大会（山形県、２０２２年に延期）  

 

２０２２年８月１１日に延期された第６回「山の日」全国

大会。実行委員会構成員として開催準備に協力しまし

た。 

２０２１年９月には大会テーマおよび大会ロゴマークが

決定し、また特設ページが開設されました。 

 

 

 

 

 

 

１２月にはチラシが完成し、プロモーション活動が本格 

的に開始しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２２年新年からは、山形県内各地で「山の日」展示リレ 

ーをスタートさせ、「山の日帽」や「山鐘」を展示し、県内を 

盛り上げました。当会ホームページ、SNSを通じて告知を 

行いました。 

 

 

 

■ 第７回大会（２０２３年）以降の開催地について 

「山の日」全国大会 開催基準要綱に基づき、先催県を除く都道府県に対して立候補

のご意向伺いを２０２１年７月に発信しました。同時に全国知事会長、全国町村会長

に立候補のお願いを申し添えていただけるよう文書を発信しました。 

２０２１年１２月に沖縄県より全国大会開催を前向きに検討している旨の連絡があり、

２０２２年３月末現在、２０２３年の第７回大会については沖縄県を開催地として実施さ

れる方向で関係機関の調整が進められています。 

 

 

 

 

 



（２）広報活動事業・催事開催事業など 

 

【広報活動事業】 

 

■ 山の日ホームページリニューアル 

国民の祝日「山の日」の周知と本会の活動を紹介することを目的に、２０２１年６月１

日に大幅な改善を実施しました。 

「山」「自然」「環境」や「それらを支えている人々と地域」及び「山の日」に関連する

様々な情報とこれらの活動が連携するプラットフォームを構築。全国各地に通信員を

増やしました。 

賛助会員の入会および寄付がしやすくなるように改良しました。 

さらに１０月１日にも第２弾の改善を加えました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 山と自然の専門家によるレクチャーを掲載 

・信州大学名誉教授・特任教授 大町市立山岳博物館館長 鈴木啓助さん 

「山の科学」について １～４ 

・国士舘大学准教授 佐々木明彦さん 

「山の科学」について ５ 

・専修大学文学部環境地理学科 教授 苅谷愛彦さん 

「山の科学」について ６～８ 

・元広島大学総合科学部准教授 佐藤高晴さん 

「日本列島の成り立ちと古地磁気」につ いて 

・名古屋大学名誉教授人文地理学専攻 溝口常俊さん 

 「TM山ニュース」 

・金沢大学名誉教授 文化人類学 鹿野勝彦さん  

地図（地形図）についての雑記帳 



■ 山の日インタビュー この人に聞く「山」の魅力 

広報担当理事の久保田賢次さん（元山と渓谷社編集長）に「山」の魅力についてイ

ンタビューをしていただきました。 

 

第１回 ２０２２年１月１日 

大橋未歩さん（フリーアナウンサー） 

 

「アウトドア」をすべての人に伝えたい 

https://www.yamanohi.net/report.php?id=1966 

 

 

 

 

 

 

第２回 ２０２２年２月１８日 

稲葉 香さん（美容師・植村直己冒険賞受賞者）  

 

私はまたきっと彼らに会いにいくだろう

https://www.yamanohi.net/report.php?id=2048 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.yamanohi.net/report.php?id=1966
https://www.yamanohi.net/report.php?id=2048


【SNS を活用した催事開催事業】 

■ みんなの山の日２０２１ シェアキャンペーン 

期間：２０２１年８月１日（日）〜８月３１日（火） 

 

昨年に引き続きコロナ禍で外出を控える中、祝日を盛

り上げる催事としてSNSを活用した画像投稿のキャン

ペーンを開催しました。 

一部の投稿作品をホームページで紹介し、SNSでも

「山の日」の浸透をはかりました。 

投稿総数：810作品 

リポスト数：91作品 

https://www.yamanohi.net/report.php?id=1737 

 

 

 

 

■ 新春「山の日」オンライン書初め大会２０２２ 

リポスト期間：２０２2年１月４日～１月１１日まで 

 

第６回「山の日」全国大会を盛り上げる催事とし

て、SNSを活用した書初め大会を開催しまし

た。開催地の山形県産の特産品のほか、当会

賛助会員提供のアウトドアライフに役立つグッ

ズをプレゼントしました。 

https://www.yamanohi.net/report.php?id=1971 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.yamanohi.net/report.php?id=1737
https://www.yamanohi.net/report.php?id=1971


【シンポジウム・イベント開催事業】 

■ 「国際山岳年プラス20」 シンポジウム 

開催にむけて準備がはじまりました。 

北海道大学大学院地球環境科学研究院 統合環境

科学部門環境地理学分野教授の渡辺悌二先生に１

２月１１日の国際山の日（International Mountain Day)

について綴っていただきホームページで紹介しまし

た。https://www.yamanohi.net/report.php?id=1938 

シンポジウム開催予定 

期間：２０２２年１２月１０日（土）～１２月１１日（日）  

主催：山の日協議会 

会場：富山県 

 

 

■ 第３０回『みどりの感謝祭』みどりとふれあうフェスティバル 

期間：２０２１年４月１５日～５月１４日  

主催：みどりの感謝祭運営委員会 

（林野庁、公益社団法人国土緑化推進機構らが 

構成員） 

会場：WEB開催 

 

オンラインでブース出展し、山の日アンバサダーの 

鼎談ムービーを掲載しました。 

https://www.yamanohi.net/report.php?id=1546 

 

 

■ 「山の日」四方山祭りin上高地 

期間：２０２１年８月７日（土）～１６日（日） 

会場：上高地インフォメーションセンター 

２０１６年８月１１日に上高地で開催され

た、第１回「山の日」記念全国大会の理

念を継承するため、今年も「山の日」四

方山祭り in上高地が開催されました。 

新型コロナウイルス感染症感染拡大防

止のため、展示を中心に、山の日や自

然保護、安全登山などの啓発が行われ

ました。 

https://www.yamanohi.net/report.php?id=1779 

 

 

https://www.yamanohi.net/report.php?id=1938
https://www.yamanohi.net/report.php?id=1546
https://www.yamanohi.net/report.php?id=1779


■ ２０２１年度の『やまなしで過ごす「山の日」』事業について 

山梨県は平成９年に「やまなしで過ごす『山の日』」を定

め、県民が山や森林に親しむ事業を行ってきました。 

また、「山の日」が国民の祝日となった２０１６年以降は「山

に親しむ機会を得て、山の恩恵に感謝する」という山の日

制定の意義を踏まえ、県民のみならず県外在住者に向け

て、山梨の山や森林の魅力を発信してきました。 

２０１９年には第４回「山の日」記念全国大会が開催されま 

した。全国大会以降、全市町村で実施されている関連イベ 

ントと連携しつつ、恩賜林を中心とした本県が誇る山岳景 

観や、森林から生み出される清らかな水、さわやかな空気 

など、豊かな自然と親しむ場所の提供や、その魅力発信を 

していく「やまなしで過ごす『山の日』」事業について特別協賛しました。 

 

 

■ 第２回冬山フェスタ（名古屋市） 

期間：２０２１年１２月１８日（土） 

主催：冬山フェスタ実行委員会 

会場： ウインクあいち 

冬山初心者のための入門イベント「冬山

フェスタ」が開催されました。 

講座には、山の日アンバサダーの野口健さんと近藤謙司さんが登壇しました。 

出展ブースでは第６回「山の日」全国大会実行委員会が出展し大会のＰＲ活動を行い

ました。 

https://www.yamanohi.net/report.php?id=1937 

 

 

■ 岳都・松本山岳フォーラム２０２１ 

山ゼミを開催しました。 

主催：岳都・松本「山岳フォーラム」実行委員会 

 

■ 「山の日」に係るイベント等への後援、協力等 

コロナ禍により開催中止となる事案もありましたが、三密回避等、参加者の安全に

充分な配慮がされた仕様の催事について、共催、後援、協力をいたしました。詳細は、

末尾の【資料１】 主催・共催・後援・協力の事業 をご覧ください。

https://www.yamanohi.net/report.php?id=1937


（３） 児童、青少年の健全な育成に寄与する事業 

 
■ 東北の高校生の富士登山 ２０２１年７月２７日（火）～２９日（木） 

一般社団法人田部井淳子基金が実施している「東北の高校生の富士登山」（毎年７ 

月に実施）が、昨年は中止となりましたが今年は無事に開催され、特別協賛をしま

した。 

山の日アンバサダーで広報担当の久保田賢次さんは事務局長として参加され、同

じく山の日アンバサダーのなすびさんさんも毎年応援に参加されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【２年ぶりに開催】 

『昨夏は中止となりましたが、感染対策を万全に２年ぶりに開催。7月 28日、参加した

宮城県や福島県の高校生 14人全員が頂上に立ってくれました。台風の心配に悩まさ

れながらの、高校生たちにとっては初めての富士登山。長い行程を一歩一歩かみしめ

つつ、一緒に登っている私自身が心から感謝していることを実感しました。過去には

100人ぐらいの高校生たちが一緒でしたが、今回は少人数で、ひとりひとりとの触れ合

いの機会が多かったせいかも知れません。』 

久保田さんのレポートをホームページに掲載しました。 

https://www.yamanohi.net/report.php?id=1748 

 

 

 

 

 

 

 

 
■ トム・ソーヤースクール企画コンテスト入賞団体に対する継続的支援 

安藤スポーツ・食文化振興財団の実施するトム・ソーヤースクール企画コンテストに

協力しています。 

このほか、青少年の自然体験学習の重要性と安全対策について、調査研究考案を 

継続しております。 



（４） 山と自然を利用した林野の利活用と水資源の保全に寄与する事業 

 

■ イヌブナ自然林ハイキング ２０２１年１１月２３日（祝） 

地域：栃木県塩谷町 

主催：ふるさと高原山を愛する集い実行委員会 

共催：塩谷町 

イヌブナ自然林の国天然記念物指定の第一人者

である宇都宮大学谷本𠀋夫名誉教授と宇都宮大

学大学院柴野達彦さんを講師に迎え、ブナやイヌ

ブナの説明はもちろん、国有林の存在意義、様々

な森林での管理手法、針葉樹や広葉樹の成長の

仕方、など歴史的な背景も含めて概説いただきま

した。 

高原山のイヌブナ自然林のハイキングを通して、その豊かな自然林の保全と利活用に

ついて考えました。 

 

■ 「山の日」記念行事 清秋の筑波山と森林アメニティ～筑波山散策と講演～ 

期間：２０２１年１０月１５日 

地域：茨城県 

主催：「山の日」記念行事実行委員会 

一般社団法人全国森林レクリエーション協会が毎年主

催する「山の日」記念行事は、２０２１年は茨城県筑波山

で開催され、筑波山の散策、そして講演会が開催されま

した。 

講演：高山 範理 氏 （国研）森林研究・整備機構 森林総 

合研究所 上席研究員 

演題「筑波山に親しむ機会を得て、森林アメニティに感謝する」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（５） 山と自然の事故・災害の防止を目的とする国土の利用、整備の事業 

 

■ MAPS 事業 

登山道標のスタンダード構築に係る事業の一環として公益財団法人 安藤スポーツ・

食文化振興財団、株式会社インフカムとともに、MAPS（登山者自動位置確認システ

ム）の実証実験を進めてまいりましたが、安藤財団から同事業の撤収の意向がしめ

されたことにより、今年度をもってこの事業から撤退をすることといたしました。設置し

た道標につきましては、次年度中に撤去作業を進めてまいります。 

 

 
■ 登山道整備協力 

国民が安全な登山を楽しむためには登山道整備が必要です。このことから、実証実

験に対する協力を呼びかけたり、登山道整備に対するレポートをホームページへ掲

載しました。 

 

◎登山道を守る ～「古道徳本峠道を守る

人々」の活動～ 
https://www.yamanohi.net/report.php?id=1776 

 

◎大分県立玖珠美山高校による登山道整

備活動
https://www.yamanohi.net/report.php?id=1799 

 

◎ぐんま県境稜線トレイル 登山道安全調査

https://www.yamanohi.net/report.php?id=1817 

 

◎北アルプスの登山道を未来につなごう ～実証実験にご協力を～ 

https://www.yamanohi.net/report.php?id=1826 

 

◎高原山開きのための登山道整備 

https://www.yamanohi.net/report.php?id=1913 

 

◎登山道保全活動～山脈を愛する人たちの取組～ 環境省東北地方環境事務所 

https://www.yamanohi.net/report.php?id=2036 
 

 

 

https://www.yamanohi.net/report.php?id=1776
https://www.yamanohi.net/report.php?id=1799
https://www.yamanohi.net/report.php?id=1817
https://www.yamanohi.net/report.php?id=1826
https://www.yamanohi.net/report.php?id=1913
https://www.yamanohi.net/report.php?id=2036


（６） 山と自然を利用した、地域社会の健全な発展に寄与する事業 

 

１） 第６回全国「山の日」フォーラム（石川県加賀市） 

「山の文化を未来につなぐ山の日記念フォーラムin加賀」（開催中止） 

 

（報告書掲載） 

全国「山の日」フォーラムのシンポジウムでは

毎回、「地域振興」についてのパートとして「地

域おこし協力隊の活動報告」や「山と自然に関

連する仕事の創成」を設け、実際に各地域で

就労する事業者の方々、地域おこし協力隊の

方々から発表をしていただいております。 

特に「地域振興」にテーマを絞ったシンポジウ

ムを、２０２０年１１月７日に石川県加賀市で開

催する予定でしたが、コロナ禍により中止し、

登壇者の講演内容を報告書に取りまとめまし

た。 

２０２１年６月に報告書はホームページからご

覧いただくことができるようになりました。 

報告書の構成は次のとおりです。 

 

挨拶 ： 

「山の文化を未来につなぐ 山の日記念フォーラム in 加賀」企画の背景と狙い 

全国山の日協議会 評議員 鹿野 勝彦

(金沢大学名誉教授 文化人類学) 

 

 

【報告１】 鞍掛山と共に歩む里山の魅力作り ～未来へつなぐ地域づくりの活動～ 

報告者：滝ヶ原町鞍掛山を愛する会 会長 山下 豊 

https://www.yamanohi.net/report.php?id=1612 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.yamanohi.net/report.php?id=1612


【報告２】炭焼きの復活 

過疎の炭焼き村に若者来るそして世界とつなぐ～若者たちに支えられて～ 

報告者：一般社団法人 おおづち 代表理事 二枚田 昇 

https://www.yamanohi.net/report.php?id=1615 

 

 

 

 

 

 

 

 

【報告３】《深田久弥》のご紹介 

報告者：NPO法人 深田久弥と山の文化を愛する会 紋谷 友幸 

https://www.yamanohi.net/report.php?id=1616 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【報告４】伝統を通じて過去と未来をつなぐ 

報告者：白山手取川ジオパーク推進協議会 メイ・スーザン 

 https://www.yamanohi.net/report.php?id=1689 

 

https://www.yamanohi.net/report.php?id=1615
https://www.yamanohi.net/report.php?id=1616
https://www.yamanohi.net/report.php?id=1689


３．山の日アンバサダー就任者について 

 
国民の祝日「山の日」の更なる周知の一翼を担っていいただき、併せて当会の目

的と社会的公益性を対外的にアピールして下さるキーパーソンとして、２０２２年 ６ 月

末現在で29名の「山の日アンバサダー」にご就任いただき、本会の情報発信のサテ

ライト機関として「山の日」の趣旨と主催事業等の告知協力、そして催事を始めとする

広報活動への協力などにお力添えいただいています。 

２０２１年度はホームページで「山の日アンバサダーリレーエッセイ」や「山の日応援 

メッセージ２０２１」や「クリスマスメッセージ」をお寄せいただきました。 
 

石丸謙二郎 伊藤 伴 猪熊隆之 今井香子 桜花 
 

奥宮俊祐 加賀谷はつみ 片山右京 柏 澄子 角谷道弘 
 

工藤夕貴  小林綾子  小林千穂  近藤謙司   シェルパ斉藤 

 

釈由美子    仲川希良     なすび        中村みつを     野口健 

 

萩原浩司    花谷泰広 ヤマノススメ 四角友里 吉井省一 



 
 

Lama Gyalu 若村麻由美 渡部暁斗      かほ 

 

※渡部暁斗さんは２０２２年２月１５日北京オリンピック、スキーノルディック複合個人ラ

ージヒルで、銅メダルを獲得しました。個人でのメダル獲得は3大会連続です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４．賛助会員（事業展開のための財源確保） 

 
基本財産の運用から得られる運用益が少額であることから、展開しております各種

事業の財源を、オフィシャルパートナーの協賛金、そして会員の皆様に納めていただ

いている会費に求めております。 

事業の実施、事務局機能の維持のため、持続的な財源確保は重要な課題でありま

すため、賛助会員入会、オフィシャルパートナー就任については、尚一層努力し、会

費収入を増加させるために関係者にご協力をお願いするとともに、事務局においても

入会者を増加させる活動を行っております。 

併せてこれら改訂に対応すべくホームページからのオンライン入会手続きのシステ

ムを更新しました。また、指定寄付金制度に該当する団体となるための準備を速や

かに進めております。 

なお、現在オフィシャルパートナーとして、味の素株式会社様、株式会社ゴールドウイ

ン様、日清食品ホールディングス株式会社様、株式会社マツキヨココカラ＆カンパニ

ー様にご協賛をいただいております。 

 

２０２２年３月末現在の賛助会員数は次のとおりです。 

 

■オフィシャルパートナー 

味の素株式会社、株式会社ゴールドウイン、日清食品ホールディングス株式会社、 

株式会社マツキヨココカラ＆カンパニー 

 

■団体会員については末尾の【資料２】 団体会員の概要をご覧ください 

団体賛助会員 １１９団体・法人 

個人賛助会員 ２８１名  

 

■多くの方々からご寄付をいただきました。 

２０２１年３月３１日 時点での寄附額は１,９８１,０００ 円でした。 

この場をおかりしまして心よりお礼申し上げます。誠にありがとうございました。



５．評議員、理事、監事の紹介 ２０２１年６月 

 
【評議員 1３ 名】 

評議員        青柳 正規  多摩美術大学理事長 元文化庁長官 

評議員（新任）    安住   淳  衆議院議員  

評議員        今井 通子  医師 NPO法人森林セラピーソサエティ前理事長 

評議員        尾上   昇  公益社団法人日本山岳会 元会長 

評議員        尾形 好雄  公益社団法人日本山岳・スポーツクライミング協会 前専務理事 

評議員        鹿野 勝彦  金沢大学名誉教授 

評議員        小林 政志  公益社団法人日本山岳会 前会長 

評議員        城﨑建太郎  弁護士 

評議員（新任）    高野 孝子  早稲田大学 教授 

評議員        武田 健二  コランダム・イノベーション(株) 共同創業者取締役 元理化学研究所理事 

評議員        丸川 珠代  参議院議員 超党派「山の日」議員連盟 幹事長 

評議員        水野 正人  ミズノ株式会社 相談役会長 

評議員（新任）    安成 哲三  総合地球環境学研究所 前所長 

 

【理事 1４名 監事 2 名】 

理事 会 長     谷垣 禎一  元衆議院議員 

理事 副会長    安藤 宏基  日清食品ホールディングス株式会社 代表取締役社長・CEO  

理事 副会長（新任）衛藤征士郎 衆議院議員 超党派「山の日」議員連盟 会長 

理事 副会長    橋本   岳  衆議院議員 元厚生労働副大臣   

理事 副会長    務台 俊介  衆議院議員 環境副大臣兼内閣府副大臣 超党派「山の日」議員連盟 事務局長 

理事 理事長    梶   正彦  タタ・コンサルタンシー・サービシズ・ジャパン株式会社 前会長 

理事 常務理事   中村   達  特定非営利活動法人日本ロングトレイル協会 代表理事 

理事 常務理事   手塚 友惠  公益社団法人日本山岳ガイド協会 理事 

理事          加藤銀次郎  一般財団法人自然公園財団 上高地支部 所長 

理事（新任）     久保田賢次  公益社団法人日本山岳会 理事 

理事         佐野 忠則  公益社団法人日本山岳会 監事 

理事（新任）     古川 研吾  公認会計士 公益社団法人日本山岳会 元公益法人運営委員 

理事          三木 健一  株式会社インテリジェントウエイブ取締役元大和証券常務取締役副管理本部長（システム部門等担当） 

理事          渡邉 雄二  元独立行政法人日本スポーツ振興センター国立登山研修所長 

監事          長谷川臣介  公認会計士 

監事          吉川 正幸  公認会計士 日本山岳会高尾の森づくりの会代表



【資料１】 主催・共催・後援・協力の事業 

 

主催２件、共催６件、後援２８件、特別協賛３件、協力７件 合計４６件 

 

 



【資料２】 オフィシャルパートナーおよび団体会員のご紹介 

 

１１９団体の内訳は下記の通りです。 
 

■ オフィシャルパートナー：４社 

味の素株式会社 

株式会社ゴールドウイン 

日清食品ホールディングス株式会社 

株式会社マツキヨココカラ＆カンパニー 

 

■ 特別団体会員（３口以上）：１団体 

日本勤労者山岳連盟    

                      

■ 特別法人会員（３口以上）：１８社 

味の素株式会社、株式会社アドベンチャーガイズ、アルピコホールディングス株式会社、ＯＭＣ株式会社、

AUTHENTIC JAPAN 株式会社、キリンホールディングス株式会社、株式会社好日山荘、株式会社コロン

ビアスポーツウェアジャパン、株式会社ゴールドウイン、東海旅客鉄道株式会社、東京山岳ガイド協会、

日清食品ホールディングス株式会社、公益社団法人日本山岳会、日本山岳救助機構合同会社、公益社

団法人日本山岳・スポーツクライミング協会、株式会社マツキヨココカラ＆カンパニー、株式会社モンベ

ル、株式会社ランドウェル 

 

■ 団体会員（１口または２口）：４２団体 

大分県、岐阜県、栃木県、鳥取県、富山県、長野県、山形県、山梨県 （８県）                 

安曇野市、大町市、小谷村、加賀市、上山市、川上村、甲府市、九重町、塩谷町、高山市、竹田市、丹波

山村、大山町、那須町、白馬村、早川町、松本市、山形市、遊佐町、米子市 （２０市町村）                             

International Society of Nature and Forest Medicine(INFOM)、岡谷商工会議所、上高地観光旅館組合、

北アルプス北部山小屋組合、北アルプス山小屋友交会、西条・山と水の環境機構、JAPAN OUTDOOR 

LEADERS AWARD運営委員会、立山山荘協同組合、谷川岳エコツーリズム推進協議会、チーム山の日、

超党派「山の日」議員連盟、飛騨山小屋友交会、ひろしま「山の日」県民の集い実行委員会、本間家旧本

邸（１４団体） 

 

■ 法人会員（１口または２口）：５８社 

株式会社アド・アバブ、アルパインツアーサービス株式会社、イワタニ・プリムス株式会社、学校法人イン

ディアインターナショナルスクール学園、インフカム株式会社、株式会社エイアンドエフ、株式会社エスエス

ケイ、大崎上島「山の日」神峰山、奥飛観光開発株式会社、カリマー インターナショナル株式会社、株式

会社カンセキWILD-1、関東自動車株式会社、キーン・ジャパン合同会社、京王電鉄株式会社、学校法人

国際自然環境アウトドア専門学校、 一般財団法人自然公園財団、株式会社下野新聞社、株式会社スペ

ースキー、公益財団法人全日本スキー連盟、株式会社総合サービス、高尾登山電鉄株式会社、株式会

社タンタカ、大東カカオ株式会社、株式会社中部経済新聞社、国立大学法人筑波大学山岳科学センタ

ー、株式会社テレビ松本ケーブルビジョン、有限会社徳澤園、株式会社トラベルギャラリー、株式会社ナカ

ニシヤ出版、一般社団法人日本アルプスガイドセンター、公益社団法人日本環境教育フォーラム、公益社

団法人日本山岳ガイド協会、日本タタ・コンサルタンシー・サービシズ株式会社、一般社団法人日本秘湯

を守る会、ABC少額短期保険会社（旧団体名：日本費用補償少額短期保険株式会社）、公益社団法人日

本プロスキー教師協会、特定非営利活動法人日本ロングトレイル協会、株式会社finetrack、特定非営利

活動法人深田久弥と山の文化を愛する会、富士急行株式会社、特定非営利活動法人富士山世界遺産国

民会議、株式会社ベネクス、星野工業株式会社、細谷火工株式会社、株式会社ボルテージコミュニケー

ションズ、株式会社毎日企画サービス、MAMMUT SPORTS GROUP JAPAN 株式会社、株式会社ミウラ・

ドルフィンズ、ミズノ株式会社、ミレー・マウンテン・グループ・ジャパン株式会社、株式会社ヤマップ、株式

会社山と溪谷社、一般社団法人山と水と緑の会、山梨大学山岳科学特別教育プログラム、ヤマノススメ 

Next Summit、槍ヶ岳観光株式会社、雷電株式会社、株式会社ラジオグラフィー 

 

 

以上 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

〒160-0004 東京都新宿区四谷 2-10-5 八ツ橋ビル 301 号室 

TEL 03-5315-0652 FAX 03-5315-0653 

メール office@yamanohi.net Website https://www.yamanohi.net 

 

 

 

 

 

 

 
 

オフィシャルパートナー 
 

 

mailto:office@yamanohi.net
http://www.yamanohi.net/

